




 

 

  



 

 

～講評～ 

Ⅰ 複素数平面を題材にした数列の問題。どれも比較的解きやすいので、ここは落とさずに解いておきたい。 

Ⅱ 四面体のベクトルの問題。問 2 までは確実に得点したい。問 3 は内心の位置ベクトルの公式を暗記していたか

で差がついただろう。問 4 は解答例にあるように、AHI が一直線上にあることに気が付かないと厳しい。 

Ⅲ 曲面と点の最短距離。問３までは何なく解ける。問 4 を考える段階で問 3 までが誘導であることに気が付ける

かが鍵。 

Ⅳ 微積の問題。問題セットの中では比較的解きやすい。問 2 の（1）が分かれ目。ここを乗り切ると問２は解きき

れる。問 3 は練習したことがある生徒が多いのではないだろうか。 

 

全体として、合格者の中では得点差がつきにくい問題だったのではないだろうか。日本医科大学のレベルを考え

ると、ボーダーは 6 割 5 分、最低でも 5 割 5 分は得点しておきたい。 

 


